
 

学年 教科名 科目名 単位数 対象コース 

中学３年 国語 国語 B ２ 特進 

教科書・副教材 伝え合う言葉 中学国語３（教育出版社）・国語便覧（浜島書店）・徹底演習テキスト 

中３（日本教材出版） 

 

科目の目標 

・歴史的背景を交えて古文の世界に親しみ、古文において「文法的なきまり」や古人の言葉を読み味わい、自分の考えや自分

の文章を生かすことができる。 

・文章やスピーチで表現したり、他者の発表を理解したりするために必要な語彙を豊かにする。また、場の状況に応じて言葉

を選び、自分の考えやまとめたことをわかりやすく伝わるように表現を工夫することができるようになる。 

 

評価の観点 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

伝統的な言語文化および、言葉の

きまりについて理解し、知識を身

につけている。 

中学 3 学年で学習する漢字・語彙

を身につけ、活用することができ

る。 

場面や目的に応じて効果的に表現

することができ、自分の考えをま

とめ、深めている。 

 

 

 

課題に対し、学習の見通しをもっ

て最後まであきらめずに考え取り

組もうとしている。 

他者との協働を通して自らの考え

を整理し、学習した内容や語彙を

活用しようとしている。 

 

評価の方法 

パフォーマンス課題 

授業プリント 

定期考査 

パフォーマンス課題 

授業プリント 

定期考査 

パフォーマンス課題 

授業内ワーク 

授業プリント 

 

年間学習計画 

学期 学習内容 時数 主な評価方法 

１ 

学 

期 

・「旅への思い―芭蕉と『おくのほそ道』―」 6 リフレクション 

・口語文法の復習（文節・単語・文の成分） 3 成果物 

1 学期中間考査  定期考査 

・「和歌の調べ―万葉集・古今和歌集・新古今和歌集―」 5  

・口語文法の復習（品詞の分類） 4  

1 学期期末考査   

   

２ 

学 

期 

・群読 7 リフレクション 

・「風景と心情―漢詩を味わう―」 5 成果物 

・歴史的仮名遣いの復習・係り結びの法則の復習 3 定期考査 

2 学期中間考査   

・古典主要作品の文学史 2  

・古文の問題演習 5  

2 学期期末考査   

   

３ 

学 

期 

・高校入試過去問演習 12 リフレクション 

学年末考査  成果物 

  定期考査 

   

 


